
 

 

 

 

市内各小学校では、１月下旬から２月上旬に「入学説明会」を行いました。小学校の多くはこのと

き、入学予定の園児を学校へ招いて交流を行っています。今回は、袋井西小学校の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

５歳児と５年生が行う『５５（ゴーゴー）交流』の目的の一つは、相互理解や関係づくりです。入

学後は、５歳児が１年生、５年生が６年生になります。５歳児は「頼りになるお兄さん・お姉さんがい

る」と知って安心し、５年生は「困ったときはぼく（わたし）たちに任せてほしい」という自覚を高めます。

普段は学区内の園との交流が中心ですが、今回は入学予定の全員を対象とした取組です。「どんな学

校かな？」と入学前に学校を訪れることで、不安が和らいだり、学校生活への期待が高まったりする効果

も期待できます。 

全体を通して、温かさが感じられる交流で、園児も楽しみながら入学への期待感を持てたのではない

かと思います。 

～ 夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出す 15 歳の育成 ～  幼小中一貫教育を推進！ 
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～袋井西小学校『５５交流の様子』～ 

『５５交流』活動内容（一部） 

○自己紹介ゲーム（ペアやグループで） 

・好きなもの、誕生日などを伝える。クイズにする。など 

○プレゼント渡し 

・5 年生が作成したメダルをかけてもらう 

○小学生体験 

・時間割に沿って本やノートをランドセルに入れる。背負って廊下

を歩く 

★５年生の振り返り★ 

・学校に来たら、たくさん話しかけたい。 ・お互いに緊張していた

が、だんだん話していくうちに仲良くなれた。 

・ペアの子がどうやったら、楽しんでくれるかを考えて遊びを決めた。 

・『５５交流』を通して、小さい子との関わり方を知ったので、生か

したい。 


